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報道関係各位 

 
 

地域医療に真に貢献できる薬剤師を育成する実習プログラム 

「在宅医療研修アドバンストプログラム」を実施 

多職種が活躍する現場で、薬剤師としての役割を学ぶ 10日間 

 

京都薬科大学（京都市山科区）は、昨年に引き続き 2024年 7月から全 16日程に分けて、在宅医療

の現場でチーム医療の実践や薬剤師としての役割を学ぶ 10 日間の実習プログラム「在宅医療研修ア

ドバンストプログラム」を実施します。 

 

日本では少子高齢化の進行により、2050年には高齢化率が約 38％にも達し、高齢者 1人あたりの

生産年齢人口は 1.4人となるといわれています。こうした背景から、要支援・要介護認定を受ける人

の割合が急増するとともに、病床数の不足や介護・医療費の増大が懸念されており、これらの対応策

の一つとして在宅医療の推進が求められています。 

 

京都薬科大学では、2016年度から医療法人社団都会 渡辺西賀茂診療所のご協力のもと、5 年次生

対象の選択制プログラムとして在宅チーム医療の実習を行っており、2016～2019年度の 4年間で 31

人が参加しました。2020～2022年度はコロナ禍により中止していましたが、2023年度は 4年ぶりに

プログラムを再開し、7人が実習を終えました。今年度の実習期間は、2024年 7月から 2025年 3月

にかけて、10日間を 1クールとして全 16クールの日程を設定。各クールの定員は 2人で、クールご

とに参加学生を募集します。 

 

薬学部 5年次で全学生が実施する病院・薬局での実務実習は、主に薬を介した患者対応や他職種と

の関わりなどを学ぶ「薬剤師になるための実習」である一方、本プログラムの目的は「一医療系学生

として他職種の視点を知り、在宅チーム医療における薬剤師の役割を学ぶこと」です。本プログラム

を通して、病院とは異なる環境下で、他職種と協働しながら地域で患者さんを支えていく医療を経験

し、その中で薬剤師として何ができるかを考える機会となっています。1) 

昨年度参加した学生からは「終末期の在宅医療に関するイメージが大きく変わった。生きている時

間を患者さんにとってより良い時間にするためにチームで取り組む姿勢を学んだ」「薬剤師として薬

の提供や服薬指導だけでなく、コミュニケーションやフィジカルアセスメントの大切さを実感した。

他職種の仕事を理解したうえで薬剤師としての役割を考えていきたい」と本プログラムならではの経

験や新たな気付きが得られたという声が聞かれました。全日程終了後は学内にて実習報告発表会を実

施し、自らの学んだことについてポスター発表も行っています。 

 

本学はこのプログラムを今後、社会でますます必要とされる地域医療に真に貢献できる薬剤師を育

成する取り組みとして発展させていきます。本プログラムについては、現場でのご取材も承っており

ますので、ご希望の際は本学までご連絡ください。 

 

2024年度「在宅医療研修アドバンストプログラム」の詳細は次頁のとおりです。 
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         2024年度「在宅医療研修アドバンストプログラム」詳細                 

 

■概要 

学部 5年次生向けの 10日間の在宅医療実習であり、他職種・他学部生との交流を通して、在宅医

療におけるチーム医療のあり方や多種連携について、訪問医、訪問看護師、またはケアマネジャーな

どの介護従事者の方々と一緒に現場に入り、在宅チーム医療を経験し学ぶための体験型プログラムで

す。 

 

■研修場所 

医療法人社団都会 渡辺西賀茂診療所（京都市内） 

患者さんの「住み慣れた地域・自宅で療養しながら生活したい」という希望を 24時間体制で支え

る機能強化型在宅療養支援診療所。訪問診療を継続している患者さんからの連絡を 24時間いつでも

受け、往診、訪問看護を提供できる体制を整えています。また、これから増えていく終末期医療を含

め、在宅医療に向き合っていける医療者の育成にも力を入れています。 

 

■研修日程（土日祝は除く） 

① 7月 1日（月）～ 7月 12日（金） ⑧ 10月 15日（火）～ 10月 25日（金） 

② 7月 16日（火）～ 7月 26日（金） ⑨ 11月 11日（月）～ 11月 22日（金） 

③ 7月 29日（月）～ 8月 9日（金） ⑩2025年 1月 6日（月）～ 1月 17日（金） 

④ 8月 19日（月）～ 8月 30日（金） ⑪ 1月 20日（月）～ 1月 31日（金） 

⑤ 9月 2日（月）～ 9月 13日（金） ⑫ 2月 3日（月）～2月 14日（金） 

⑥ 9月 17日（火）～ 9月 27日（金） ⑬ 2月 17日（月）～ 2月 28日（金） 

⑦ 9月 30日（月）～ 10月 11日（金） ⑭ 3月 3日（月）～ 3月 14日（金） 

   ※実習参加者は各日程の 2～4週間前に決定する予定です（各クール 2人まで）。 

 

■プログラムの一例（日程によっては実施しない可能性があります） 

医療・介護の現場で、医師・看護師・作業療法士・理学療法士・言語聴覚士・鍼灸師・ケアマネジャー

などの視点や考え方を学び、その中で薬剤師として何ができるかを考えます。 

●多職種ミーティング 

様々な職種が一斉に集まり前日の申し送りや当日のスケジュールについて話をします。 

●実習 

主に訪問医の訪問診療や訪問看護師の訪問看護に同行して各職種の患者さんに対する考え方を

学びます。また、介護について学ぶ機会もあり、紫竹包括ケアセンターおよび介護予防推進センター

への訪問を体験し、介護福祉士の仕事を学びます。毎日、その日に学んだことについて話し合う振

り返りの時間を設け、共有します。 

 ●最終発表 

各クールの最終日に、10 日間の研修で経験した事例や、その中で得た学びや気づきなどについ

て、1人ずつプレゼンテーションを行います。 

 

1）参考：今西孝至,薬学教育,7,41-49,2023.doi.org/10.24489/jjphe.2023-033 
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本件に関するお問い合わせ先 

京都薬科大学 企画・広報課 

担当：山口・仲達 

TEL: 075-595-4691  FAX: 075-595-4750 

kikaku@mb.kyoto-phu.ac.jp 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jjphe/7/0/7_2023-033/_article/-char/ja/

